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論文題目 デ トリ タス 食性カ イ ア シ類 S c o l e cit ri c bi d a e 科 の 群集生 態学的研究

S c o l e cit ri c bi d a e 科 カイ ア シ類 は ､ 海洋 の表層か ら深層に かけて幅広く 分布 し､ お も

に 中層 で卓越す る｡ また本科は カ ラヌ ス 目カイ ア シ類 の 中で も 2 番 目に多く の種を含み ､

2 5 属 1 6 0 種が知られて い る｡ 消化管内容物 の調査 により ､ 本科カイ ア シ類 は
一

般 にデ トリ

タ ス 食性 ある い は雑食性 と して 考えられ て い るが ､

一

部 の種 で は肉食性が強 い こ とも知ら

れ て い る｡ ま た ､ 下顎や顎脚に感 覚毛と呼 ばれ る特殊な刺毛をも つ こ とが知 られ て お り
､

微細碍造 の 観察の結果 ､
こ の感 覚毛はデ トリ タ ス の感知 に関与す る化学受容器 で ある こ と

が推察 されて い る｡ こ の ような特徴を持 つ S c ol e cit ri c bid a e 科カイ ア シ類の 生 態学的情報は ､

種多様性や海洋の 物質循環 に関す る重要 な知見を与えると考 えられ る ｡ 本論文は ､ これ ら

の 点に注 目 し ､
S c ol e cit ri c hi d a e 科カイ ア シ 類の 群集生態 を解明す る こ とに よ り , 本科カイ

ア シ類 の 多種共存機構 と ､ 物質循環にお ける寄与を理解す る ことを目的と したもの で あり ､

以下の ように要約 され る ｡

第 1 章で は ､ 陸上 お よび海洋 にお ける多種 共存現象 に関す る知見 を総説 し､ 外洋域 の プ

ラ ン ク トン 群集 が高 い局所多様性 に よ っ て 特徴づ けられる こ と ､ また外洋域の 多く の 分類

群で種多様性が 中層にお い七最大 となる こ と を示 したo さらに S c ol e cit ri c hi d a e 科 の 分類学

的 ､ 形態学的特徴と ､ 多種共存機構の 研究にお ける重要性 を指摘 し､ 研究の 目的を明示 し

た ｡

第 2 章で は ､ 相模湾中央か ら得 られ た試料 を解析 し､ 相模湾にお ける本科 の 鉛直分布お

よび群集構造 を明らか に した｡ 1 1 属 4 3 種が同定され ､ 相模湾 にお い て も本科 の 同所的多様

性 の 高さが 示 された ｡ 個体数密度 と種数お よ び多様度指数か ら ､ 本科 の 種多様性は中層 に



お ける種多様性の 寄与が 大き い こ とが明らかとな っ た ｡ 各種 の鉛 直分布お よ びサイ ズ 分布

パ タ ー ン か ら､ 本科カ イ ア シ 類で は ､
生息深度や体長 の違い が 近縁種間の 共存を可能 にす

る重要 な要因とな っ て い ると考 えられた ｡

第 3 章 で は
､ 半閉鎖的な海 盆と高温 ( 約 1 0 ℃) の 中 ･ 深層水で 特徴 づ けられ る ス - ル ∵

海と ､ 隣接す る外洋的な特徴 を示 すセ レ べ ス 海にお い て 1 0 0 0 m 以浅の鉛直分布 パ タ ー ンを

解析 した ｡ ス - ル ー 海か ら 9 属 3 4 種 ､ セ レ べ ス 海か ら 1 1 属 5 7 種 を同定 した｡ ス - ル ー 海

で は出現種数の 減少に加 え
､ 非優占種の 割合が低く ､

セ レ ベ ス 海 に出現 して ス - ル ー

海 に

出現 しなか っ た 2 5 種は す べ て 中層 に分布 中心 をも つ 非優占種で ある ことが わか っ た｡ 中層

下部で は両海域で各種 の 分布様式 が異なり ､
セ レ ベ ス 海 で は 多種 の 分布が 重複 したが ､

ス

- ル ー 海で は 分布範囲が比 較的狭く ､ 分布が重複する種数が減少 した o さらに ､ 体長の 違

い や密度 の 違い も共存機構 の 可能性 と して 考えられた ｡ 独自の 海洋構造をもつ ス - ル ー

海

で は ､ 本科は 他海域とは異な る変則的な群集構造を示 し､ 中層 にお ける非優 占種の 減少と
､

群集構造の 変化が ､ 結果的に中層 の 種多様性 を低下 させ た と考え られ る｡

第4 章で は ､ 第 2 下顎 にある感覚毛の 微細構造 と消化管構造の 観察を行 っ た ｡ 感覚毛は

先端が微細刺毛で 囲まれ る毛筆状感覚毛と ､ 微細刺毛 はなく先細な虫状感覚毛と の 2 つ の

タイ プ に大きく分 けられ る｡ 内部構造の観察 の観察を行 っ た 3 種は い ずれも第 2 下顎の 内

肢 に 3 本 の 虫状感覚毛と 5 本 の 毛筆状感覚毛をもち ､ 既報告 の種 と同様の 基本構造 を示 し

た ｡

第 5 章 で は ､ 本科 1 2 種と そ の他 の カ ラヌ ス 目カ イ ア シ類 1 0 種 に つ い て ､ 飼育実験に よ

り酸素消費速度お よび ア ン モ ニ ア 排壮速度
ト
カイ ア シ類の 炭素量お よび窒素量を測定 し解

析 を行 っ た ｡ 求め た C : N 比 お よび 0 : N 比 か ら､ 体内に貯蔵 され て い る脂質の 量や ､ 利用す

る代謝基質が 種間 で異 なる こ とが示 唆された ｡ 特に ､ 相模湾にお ける本科 の優 占種間や
､

同属内で分布や形態 ､ 体長 の類似 した種間で は ､ 摂餌の頻度や餌の 質の違 い が これらの 種

の 共存に繋が っ て い る可能性が 考えられ た ｡

第 6 章で は ､ 以上 の 知見 を総合 し､ 本科の 多種共存機構 に つ い て 考察 した ｡ 分布深度 ､

体長 ､ 代謝特性を､
それ ぞれ生息場所 ､ 餌の サイ ズ ､ 摂餌の 頻度と餌の質 を反映する もの

と仮定 して ､
ニ ッ チ の 重複度を検討 した結果 ､

い ずれ の海域にお い て も ､ 多くの 種で 鉛直

的棲み分 けと餌ニ ッ チ の 分割が 主要 な共存機構 で ある こ とが示 唆された ｡ また ､ 今後 の 課

題 と して ､ 感覚毛の機能 の解明と餌の種特異性を実証す る必 要性が指摘され た ｡

以上 の ように本論文は ､
S c ol e cit ri c bid a e 科カイ ア シ類 の鉛直分布様式の 詳細を初 め

て 明らか に し､ 群集構造 ､ 代謝活性お よび種多様性に つ い て も豊富な知見を提供 して い る ｡

さらに
､
これ らの 知見を総合す る こ とに より ､ 海洋生態系にお ける多種共存機構 に つ い て

新た な視点を提示 して お り ､ 学術 上 ､ 応用上 貢献す ると こ ろが大きい o よ っ て審査委貞
一

同は ､ 本論文が博士 (農学) の 学位論文と して価値あるもの と認 めた.




